
（別紙３）

～ 令和8年3月31日

（対象者数） 20 （回答者数） 17

～ 令和8年3月31日

（対象者数） 5 （回答者数） 5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
日々、利用者の状態だけではなく、家族等の状況も把握
できるように情報共有を行ない、適切な相談、助言ができる
ように務める。

2
活動やプログラムの幅を増やしていけるように職員の療育
支援の知識向上を目指していく

3 引き続き、安心、安全にご利用できるように環境設定する

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
地域イベントへの参加を検討していくとともに、参加では
なく企画をして招待することなども検討していきたい

2
今後、ご意見なども含めて検討しながら交流する機会なども
検討していく

3
今後、年一回しか設定していないので、行事以外にも
設定できるように検討していく

こどもと保護者に寄り添い、適切な相談、助言ができる
職員全体で保護者に寄り添えるように心がけている。
また適切な相談、助言ができるように研修計画している。

家庭内ではできない経験などを提供する
活動の固定化をしないようにスタッフで話し合い
プログラムの作成

安心、安全にご利用できる環境
環境設定（スペースやバリアフリー、清潔感）などの
配慮を行ない、お子様が安心、安全にご利用できる
環境を整える

こども達の過ごす様子などを見る機会
こども達を見る機会などは年一回の行事の機会しか
設定していない

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

地域交流の場を設ける機会
事業所内をご利用のお子様の割合が身体障がいが多く、
屋外活動や地域交流イベント参加が難しい

父母会や保護者間、兄弟間との交流
父母会や保護者会などの交流を求めていない方もいるので

検討中

令和7年4月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年6月1日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 アミューズ

○保護者評価実施期間 令和7年4月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


